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2003年:NOZOMIのVLBI観測
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NOZOMIネットワーク観測に協力していただき
貴重なデータが取れました。大変ありがとうご
ざいました。
GALAXYのネットワーク利用して臼田局のリモー
トでデータ収集、FTP伝送ができました。大変あり
がとうございました。



処理の流れと講演の内容
IP-VLBI

ネットワーク観測

観測
データ

ソフトウェア
相関処理

予測値計算

有限距離VLBI
遅延モデル

解析
ソフトウェア

観測量
(群遅延・位相遅延）

位相接続
電波源位置
(赤経、赤緯）

•予測値計算は正
しいか？

•ISASとの比較
•観測量との比較

観測量（位相遅延量）の
安定した生産のため課題

群遅延を使っ
た電波源位
置推定結果



位相遅延の解析：位相接続・２πnの除去

フリンジ未検出
または　SNR不足

鹿島34mｰ臼田64m 鹿島ｰ苫小牧11m



自己相関により抽出したNOZOMIの信号

鹿島34m 苫小牧11m

高周波数分解能のトーン信号用
相関処理ソフト開発が必要



予測値計算はどれだけ正しいか？
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観測されたトーン信号のドップラー周波数からX局に対
するY局の遅延変化率を計算
　ó　予測値（理論値）との比較

O-C
NOZOMIの信号のドップ
ラー差から計算した遅延

変化率ー遅延モデル



予測値計算の比較：ISAS-CRL
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CRL:
有限距離VLBIモデル

ISAS：

光差方程式＋時系変換
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1. 光差方程式を数値的
に解く。

2. １－＞０－＞２と経路を
たどってTCBにおける
時間差を求める。

3. TCB->TTへの時系変
換を行う。



ISAS-CRL予測値計算の比較：



遅延変化率（周波数観測値）ー予測値（CRL）
　　と　　　　　　予測値（ISAS)ー予測値（CRL)



群遅延データの
解析結果
5月２２日，24日，
27日，6月4日

予報値軌道

予報値軌道

？

？

？



まとめ：今後の課題
IP-VLBI

ネットワーク観測

観測
データ

ソフトウェア
相関処理

予測値計算

有限距離VLBI
遅延モデル

解析
ソフトウェア

観測量
(群遅延・位相遅延）

位相接続
電波源位置
(赤経、赤緯）

•トーン信号用相関処理ソ
フトの開発（位相遅延計測）

•予測値計算比
較：ISAS-CRL

•遅延モデル
の確認



群遅延データの解析結果：
重み付け

SNRの重み付けそのまま

？

？

？

KAI２乗≒１

？

？

？

1. 推定しているパラメータモ
デルが不十分

2. 予測値が間違っている？


